FAX送信先：03-5805-3720 （日本総合病院精神医学会・事務局 行き）

◆ 日本総合病院精神医学会における児童青年期精神科診療の実態調査 ◆
　近年、児童青年期精神科診療に対する関心が高まるなか、総合病院精神科においても小児科との連携医療など、児童青年期診療に対する需要が高まっております。
このたび日本総合病院精神医学会（JSGHP）会員の児童青年期精神科診療の実態と課題を明らかにする目的で、児童青年期委員会として会員の皆様にアンケート調査（２枚）をお願いすることになりました。お預かりしたデータは今後の学会活動に反映していきたいと考えております。
ご多忙中恐縮ですが、普段児童青年期診療に従事していらっしゃるかどうかに関わらず、何卒ご協力いただけますようお願い申し上げます（締切り：２０１２年８月末）。

【施設状況】
・回答者名：　　　　　　　　　　　　 　 e-mail：　　  　      　　　　　　　　　   　　　
・医療機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職位：　　　　　）
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　
・設置形態：国立・都道府県立・市町村立・独立行政法人・民間・その他（　  　　 　　　　）
・施設形態：一般（総合）病院・大学病院・精神科病院・診療所・その他（　 　　　　　　　）
・精神科医師数：　　   人　（うち常勤　   人）　　・精神科病床：　１．有床　　２．無床
〔1〕 児童青年期の精神科患者の診療状況についてのお尋ねいたします。

（いずれかに○をつけて下さい）
1． 積極的に児童青年期の精神科診療を行っている
2． 依頼があれば児童青年期の精神科診療を行っている
3． 児童青年期の精神科診療は行っていない（以下の〔２〕〔５〕〔６〕は省略して下さい）
〔2〕 児童青年期の精神科診療を行っていると回答されました方（〔１〕で１．２に○）に以下お尋ねいたします。

1） 児童青年期精神科の外来診療について
１．独立した診療科として実施   ２．小児科で実施   ３．精神科で実施   ４．なし

2） 児童青年期精神科の入院診療について
１．児童思春期病棟で実施   ２．児童思春期のユニットで実施
３．小児科病棟で実施　　   ４．成人と共用の精神科病棟で実施   ５．なし　

3） 児童青年期精神科の診療を行うスタッフについて
①　児童青年期精神科を担当する医師数：　　   人　（うち常勤　   人）
②　児童青年期精神科を担当する以下の職種がおられれば、□の中に☑をして下さい。

□ 臨床心理士
□ 作業療法士 
□　ソーシャルワーカー
□ 保育士
□ 言語聴覚士
□ 指導員

□　その他（                           ）
〔３〕児童青年期精神科診療を行う上での問題点と課題についてお教え下さい。（複数回答可）
1． 児童青年期精神科診療を経験する機会が少ない
2． 児童青年期精神科診療に関する研修会が少ない

３．児童青年期精神科患者の診断や症状評価が難しい

４．児童青年期精神科を担当できる臨床心理士などのコメディカルがいない
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〔４〕今後、あなたの施設で児童青年期精神科診療を発展（あるいは開始）するためには、
どのようなことが必要とお考えでしょうか。（複数回答可）
1． 施設内の小児科との円滑な連携体制
2． 臨床心理士や保育士など施設内の他職種の採用
3． 施設内の児童青年期精神科病床の設置
4． 医療機関以外の他施設（学校、児相など）との円滑な連携体制
5． 児童青年期精神科を専門とする医師の配置
6． その他（　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【診察状況】２０１１年４月～２０１２年３月のあなたの診療状況についてお尋ねいたします。
〔５〕あなた自身が担当した１８歳未満の患者数：　年間　　　人　（うち入院　　　人）
そのうち以下に該当するものがあれば、□の中に☑をして下さい：
□自閉症スペクトラム障害   □注意欠陥多動性障害  □知的障害  □精神病性障害
□気分障害  □摂食障害　 □不安障害　□強迫性障害　□不登校　□児童虐待
〔６〕あなた自身が担当した１８歳未満の患者に関して以下の連携業務は行っていますか： 
　 同施設の小児科（あるいは内科）：   行っている・行っているが不十分・行っていない
他施設の小児科（あるいは内科）：   行っている・行っているが不十分・行っていない
他施設の精神科あるいは児童精神科： 行っている・行っているが不十分・行っていない
保健所：　                         行っている・行っているが不十分・行っていない
児童相談所：　                     行っている・行っているが不十分・行っていない
教育機関：                         行っている・行っているが不十分・行っていない
【研修会・診療マニュアル】
〔７〕児童青年精神科に関する研修会や症例検討会に参加したことがありますか： はい・いいえ
〔８〕児童青年精神科に関する研修会や地域連携会あるいは診療ガイドラインに関して、
どのような内容を期待しますか：（複数回答可）
１．アセスメントや診断について　　
２．小児科との連携について　

３．臨床心理士など他職種との連携について

４．児童相談所や教育機関など地域の他施設との連携について
５．その他（                                                             ）
〔９〕総合病院精神科が行うべき児童青年期診療には、どのような内容が含まれるとお考え
ですか（複数回答可）
1． 小児科や内科との連携を要する身体合併症患者の対応
2． 発達障害の診断と評価
3． 行動および情緒の問題に対するかかわり
4． 摂食障害患者の対応

5． 不登校に対するかかわり

6． 児童虐待に対するかかわり

7． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〔１０〕児童青年期精神科診療を円滑に行うために、JSGHPに期待することがあればお教え下さい

（　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ご協力ありがとうございました。  （児童青年期委員会）















